商品評価の方法に関する一考察 : 仮想現実を用いた方法について by 小久保 雄介
図表 1.1 新商品企画七つ道具の流れ 神田 20131)より引用
商品評価の方法に関する一考察
─ 仮想現実を用いた方法について ─
































































































図表 2.2 発展的方法の最適コンセプト（張，2008，p. 84より引用を筆者が加筆）2)














プルの設計が必要で，多大なコスト・時間がかかる。（張 ,2008 年，p. 7）2)
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して撮影したもの (Mac Book Air) が学生に認知されているため VRを見ず
とも回答ができたのではないかと考える。逆に折り畳み傘については差の
出る項目が多かった。これについてはサンプルとして用意したものが学生
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5） ナーブ株式会社「VR内見」https://www.nurve.jp/naiken（2018 年 5 月 13日入

























































5） ナーブ株式会社「VR内見」https://www.nurve.jp/naiken（2018 年 5 月 13日入









http://www2.vmas.kitasato-u.ac.jp/lecture0/statistics/stat_info03.pdf（2018 年 5 月
13日入手）
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